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来
月
５
日
オ
ー
プ
ン 

店
名
は
「
天
の
鳩
」 

  

自
社
製
品
や
他

施
設
の
授
産
製
品

な
ど
の
販
売
拠
点

と
な
る
シ
ョ
ッ
プ

が
完
成
し
、
１
０
月

５
日
、
オ
ー
プ
ン
す

る
。
ま
た
、
利
用

者
・
家
族
や
理
事
・

評
議
員
、
職
員
か
ら
公
募
し
た
結
果
、
店

名
は
宮
澤
賢
治
の
童
話
に
ち
な
ん
だ
「
天

の
鳩
」
に
決
ま
っ
た
。 

今
回
は
「
花
巻
市
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生

事
業
」
か
ら
人
件
費
や
備
品
購
入
費
と
し

て
、
約
５
１
６
万
円
が
助
成
さ
れ
た
（
２

１
年
度
分
）
。
国
の
雇
用
対
策
事
業
の
一
環

で
、
福
祉
関
係
に
こ
の
助
成
が
適
用
さ
れ

る
の
は
初
め
て
。
２
３
年
度
ま
で
継
続
さ

れ
る
。 

 

総
事
業
費
は
清
水
基
金
か
ら
の
助
成
金

（
６
０
０
万
円
）
と
自
己
資
金
を
合
わ
せ

た
１
千
５
０
万
円
。
さ
ら
に
、
国
の
「
障

害
者
自
立
支
援
基
盤
事
業
」
（
５
０
０
万

円
）
か
ら
の
助
成
で
、
休
憩
ス
ペ
ー
ス
用

の
椅
子
・
テ
ー
ブ
ル
セ
ッ
ト
や
レ
ジ
ス
タ

ー
な
ど
も
導
入
さ
れ
た
。 

 

雇
用
確
保
を
目
的
と
し
た
事
業
の
た
め
、

「
委
託
販
売
」
方
式
は
と
ら
ず
、
出
店
者

に
販
売
ス
ペ
ー
ス
を
提
供
す
る
形
と
な
る
。

売
場
面
積
は
約
４
０
平
方
㍍
（
１
２
坪
）

で
、
両
側
に
約
２
０
平
方
㍍
（
６
坪
）
の

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
さ
れ
た
。
農
産

物
の
販
売
や
イ
ベ
ン
ト
用
の
空
間
と
し
て

利
用
さ
れ
る
。
来
年
度
以
降
、
こ
の
空
間

を
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
に
改
装
す
る
こ
と
も
計

画
さ
れ
て
い
る
。 

 

定
休
日
は
毎
週
火
曜
日
で
、
土
・
日
曜
、

祝
祭
日
は
開
店
し
、
営
業
時
間
は
午
前
１

０
時
～
午
後
６
時
半
。
常
勤
従
業
員
２
人

と
パ
ー
ト
従
業
員
１
人
が
販
売
・
接
客
に

当
た
る
。 

専
用
電
話
は
０
１
９
８
（
３
８
）
１
１

９
２
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
０
１
９
８
（
３
８
）
１

２
２
２
。
出
店
団
体
は
次
の
通
り
（
オ
ー

プ
ン
当
初
は
１
３
）
。 
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社
会
福
祉
法
人
・
潤
沢
会
「
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
湯
田
・
沢
内
」（
西
和
賀
町
）
＝
ジ
ャ
ム
類
、

き
の
こ
な
ど
△
同
・
東
和
仁
寿
会
「
ま
ほ
ろ
ば
作

業
所
」
（
東
和
町
）
＝
各
種
木
工
品
、
青
豆
、
ぞ

う
き
ん
△
県
社
会
福
祉
事
業
団
「
松
風
園
」
（
石

鳥
谷
町
）
＝
コ
ー
ヒ
ー
豆
△
社
会
福
祉
法
人
・
悠

和
会
「
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
ジ
銀
河
の
里
」（
花
巻
市
）

＝
米
△
同
・
光
林
会
「
こ
ん
び
り
ベ
ー
カ
リ
ー
ち

ゃ
い
」（
同
）
＝
チ
ュ
イ
ル
、
シ
ュ
ガ
ー
ラ
ス
ク
、

ガ
ー
リ
ッ
ク
ト
ー
ス
ト
な
ど
△
同
・
自
立
更
生
会

「
花
巻
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
」
（
同
）
＝
せ

っ
け
ん
△
同
・
花
巻
ふ
れ
あ
い
の
里
福
祉
会
「
わ

た
ぼ
う
し
」（
同
）=

手
芸
品
、
創
作
品
△
花
巻
市

社
会
福
祉
協
議
会
「
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
あ
け
ぼ
の
」

（
同
）
＝
ふ
き
ん
、
ぞ
う
き
ん
△
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・

花
巻
あ
け
ぼ
の
会
「
ハ
ッ
ピ
ー
作
業
所
」
（
同
）

＝
梅
漬
け
、
つ
ぶ
れ
梅
△
ハ
ッ
ピ
ー
ハ
ウ
ス
農
園

「
ハ
ッ
ピ
ー
ハ
ウ
ス
」（
同
）
＝
南
部
せ
ん
べ
い
、

飴
玉
（
ミ
ン
ト
の
雫
）
△
ド
イ
ツ
ケ
ー
キ
専
門
店

「
バ
ッ
ク
シ
ュ
ト
ゥ
ー
べ
」
（
同
）
＝
松
の
実
ケ

ー
キ
、
各
種
無
添
加
ジ
ャ
ム
な
ど
△
県
立
花
巻
農

業
高
校
（
同
）
＝
ジ
ャ
ム
類
、
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
、

味
噌
な
ど
△
産
直
シ
ョ
ッ
プ
「
わ
く
湧
く
市
」

（
同
）
＝
各
種
旬
の
農
作
物 

 

ᴇ

ʥ

 
  

こ
ぶ
し
苑
職
員
労
働
組
合
（
高
橋
博
敏
委

員
長
）
か
ら
出
さ
れ
て
い
た
「
丌
当
労
働

行
為
救
済
申
し
立
て
」
を
め
ぐ
る
審
問
廷

が
９
月
２
４
日
に
開
か
れ
、
申
立
人
の
高

橋
委
員
長
に
対
す
る
主
尋
問
と
反
対
尋
問

が
行
わ
れ
た
。 

 

尋
問
の
あ
と
、
小
野
寺
正
孝
委
員
長
（
公

益
委
員
、
弁
護
士
）
が
双
方
に
対
し
、
和

解
の
可
能
性
を
打
診
し
た
。
被
申
立
人
側

（
法
人
）
は
「
組
合
員
３
人
の
う
ち
２
人

ま
で
が
部
外
者
で
、
し
か
も
、
組
合
事
務

所
の
住
所
が
わ
た
ぼ
う
し
に
な
っ
て
い
る

の
は
問
題
だ
」
と
し
て
、
①
福
祉
施
設
で

は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
が
最
優
先
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
ま
ま
で
は
部
外

者
が
自
由
に
施
設
内
に
出
入
り
す
る
こ
と

も
想
定
さ
れ
る
の
で
、
住
所
を
別
に
移
し

て
ほ
し
い
②
部
外
者
の
加
入
な
ど
組
合
の

態
様
が
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
組
合

結
成
通
知
書
を
改
め
て
提
出
し
て
ほ
し
い
、

の
２
点
を
条
件
と
し
て
提
示
し
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
、
申
立
人
側
は
「
命
令

（
救
済
あ
る
い
は
棄
却
）
の
交
付
を
求
め

た
い
」
と
主
張
し
た
た
め
、
小
野
寺
委
員

長
は
「
和
解
成
立
の
可
能
性
は
な
く
な
っ

た
」
と
丌
成
立
を
宣
言
し
た
。
本
件
事
案

を
め
ぐ
っ
て
は
１
０
月
１
６
日
に
最
後
陳

述
（
書
類
）
が
行
わ
れ
、
年
内
に
も
命
令

が
交
付
さ
れ
る
見
通
し
に
な
っ
た
。 

   

  
ɜȮɌɨȠ 
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お
祭
り
特
集 

Ṹ
ʣ

 
  

今
に
も
泣
き
出
し
そ
う
な
空
模
様
の
下
、

恒
例
の
花
巻
ま
つ
り
が
９
月
１
１
日
か
ら

３
日
間
、
市
の
中
心
部
で
繰
り
広
げ
ら
れ

た
。
丌
景
気
を
反
映
し
て
か
、
人
出
も
例

年
に
比
べ
て
尐
な
め
。
売
上
げ
も
ど
う
な

る
こ
と
か
と
心
配
さ
れ
た
が
、
何
と
過
去

最
高
を
記
録
し
た
。 ▌

Ҙ

Ҟ

˲

 

１
日
の
売
上
げ
も
う
な
ぎ
上
り
で
、
初

日
が
５
９
＊
６
０
０
円
、
中
日
が
９
４
＊

２
２
０
円
、
最
終
日
は
つ
い
に
大
台
の
１

０
３
＊
９
７
５
円
に
達
し
た
。 

 

そ
の
立
役
者
は
馬
力
い
っ
ぱ
い
の
助
っ

人
た
ち
（
ご
家
族
）
と
、
今
回
初
登
場
の

生
ビ
ー
ル
。
最
終
日
に
は
成
功
を
祝
っ
て
、

全
員
で
雄
叫
び
を
上
げ
た
。
ま
た
、
ご
家

族
か
ら
ご
祝
儀
と
販
売
用
の
お
こ
わ
の
差

し
入
れ
、
ビ
ー
ル
や
食
料
品
な
ど
沢
山
の

陣
中
見
舞
い
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 <

Ṹ
ʣ
Ǚ

>
 

 

＝
２
５
７
＊
７
９
５
円 

（
収
益 

１
１
１
＊
２
４
１
円
） 

 

<

Ṹ
ʣ

>
 

 

① 

焼
き
鳥
（
４
３
２
パ
ッ
ク
） 

＝
１
２
９
＊
６
０
０
円 

（
収
益 

７
２
＊
５
７
６
円
） 

② 

生
ビ
ー
ル
（
１
５
３
杯
） 

＝
７
６
＊
５
０
０
円 

（
収
益 

２
８
＊
５
０
０
円
） 

③ 

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
（
２
２
８
本
） 

 

＝
４
５
＊
４
４
５
円 

（
収
益 

２
８
＊
３
４
５
円
） 

Ὀ
Ṹ
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ῇ
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高
橋
文
雄
前
園
長
が
８
月
２
８
日
、
病

気
の
た
め
死
去
し
た
。
享
年
６
７
歳
。
平

成
１
４
年
４
月
に
こ
ぶ
し
苑
に
奉
職
。
退

任
す
る
ま
で
の
約
２
年
間
、
当
苑
の
立
て

直
し
に
文
字
通
り
、
寝
食
を
忘
れ
た
。 

亡
く
な
る
２
カ
月
ほ
ど
前
に
お
見
舞
い

に
伺
っ
た
時
は
ま
だ
、
お
元
気
だ
っ
た
。

「
組
合
問
題
が
未
解
決
な
の
が
唯
一
の
心

残
り
だ
。
自
分
の
力
が
及
ば
な
か
っ
た
。

一
日
も
早
く
利
用
者
が
安
心
し
て
通
え
る

苑
に
し
て
欲
し
い
」
と
私
の
手
を
握
り
し

め
た
。「
丌
当
労
働
行
為
」
問
題
（
１
面
参

照
）
に
心
を
痛
め
て
い
る
様
子
だ
っ
た
。 

５
年
前
、
園
長
職
を
引
き
継
い
だ
時
、

高
橋
さ
ん
は
「
（
後
に
組
合
を
結
成
し
た
）

職
員
た
ち
の
狼
藉
（
ろ
う
ぜ
き
）
ぶ
り
は

目
を
覆
う
ば
か
り
だ
っ
た
。
事
務
室
で
胸

ぐ
ら
を
掴
ま
れ
、
首
を
絞
め
ら
れ
そ
う
に

な
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
大
げ
さ
で
は
な

く
、
あ
の
時
は
身
の
危
険
を
感
じ
た
」
と

話
し
た
。
こ
の
話
を
思
い
越
し
な
が
ら
、

私
は
丌
退
転
の
決
意
を
誓
っ
た
。
高
橋
さ

ん
、
本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。
安
ら
か

に
お
眠
り
く
だ
さ
い
。 

 

（
増
子
義
久
） 

Ш

₳

₴

꜠
Ш
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新
入
り
で
～
す
、 

よ
ろ
し
く 

  

高
橋
祐
実
（
ま
さ
み
）
さ
ん
（
４
５
）
が

９
月
１
日
か
ら
新
し
く
仲
間
入
り
し
ま
し

た
。
市
内
南
笹
間
の
出
身
で
、
北
上
農
業

高
校
を
卒
業
後
、
パ
チ
ン
コ
店
や
焼
き
鳥

屋
、
ラ
ー
メ
ン
屋
、
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
働
い
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
数
年
前

に
ご
両
親
が
相
次
い
で
他
界
し
、
現
在
は

１
人
暮
ら
し
。
趣
味
は
プ
ロ
野
球
観
戦
で
、

巨
人
フ
ァ
ン
。
オ
セ
ロ
や
麻
雀
な
ど
多
趣

味
な
人
柄
で
、
苑
生
の
兄
貴
分
と
し
て
慕

わ
れ
て
い
る
。 

「
最
初
は
尐
し
緊
張
し
た
が
、
思
っ
た

よ
り
明
る
い
雰
囲
気
だ
っ
た
の
で
、
す
ぐ

に
溶
け
込
む
こ
と
が
で
き
た
。
皆
、
と
て

も
優
し
く
て
、
仲
良
く
や
っ
て
い
ま
す
。

も
う
４
５
歳
な
の
で
、
人
生
最
後
の
勝
負

だ
と
思
い
、
こ
こ
に
骨
を
埋
め
る
覚
悟
で

頑
張
り
ま
す
。
こ
ぶ
し
苑
を
今
よ
り
３
倍

も
４
倍
も
大
き
く
し
、
世
間
に
誇
れ
る
施

設
に
す
る
の
が
願
い
で
す
」 

Г
ᶅ

ḹ 
障
害
者
自
立
支
援
基
盤
整
備
事
業
に
よ

る
「
備
品
購
入
費
」
助
成
（
総
額
５
０
０

万
円
）
に
よ
っ
て
、
印
刷
事
業
に
各
種
新

兵
器
が
導
入
さ
れ
た
。 

Ａ
１
版
ま
で
の
プ
リ
ン
ト
が
可
能
な

「
大
型
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ
ー
」

や
乳
剤
塗
布
後
の
乾
燥
が
短
時
間
で
で
き

る
「
ス
ク
リ
ー
ン
枠
乾
燥
機
」
、
製
版
の
文

字
や
絵
柄
を
鮮
明
に
形
作
る
こ
と
が
で
き

る
「
製
版
露
光
機
」
な
ど
で
総
額
約
４
０

０
万
円
。 

中
で
も
最
近
、
注
文
が
増
え
て
い
る
Ｔ

シ
ャ
ツ
製
造
に
百
人
力
が
期
待
さ
れ
る
の

が
「
Ｔ
シ
ャ
ツ
プ
リ
ン
タ
ー
」
。
多
色
刷
り

の
シ
ャ
ツ
が
一
度
に
何
枚
も
印
刷
が
可
能

で
、
印
刷
事
業
の
機
能
ア
ッ
プ
の
目
玉
に

な
り
そ
う
。
（
就
労
支
援
員 

伊
東
周
二
） 

 
 

 

Ш

ֳ
Ǔ

ȵ

ɂ
ɕ
ɨ
ɱ
Ƚ

 

Ǒ

Ǐ 
 

岩
手
県
共
同
募
金
会
の
「
車
両
整
備
」

事
業
と
し
て
、
こ
の
ほ
ど
、
新
車
が
配
備

さ
れ
た
。
配
分
金
額
は
１
２
０
万
円
で
、

自
己
負
担
金
は
約
４
５
万
円
。 

ト
ヨ
タ
製
の
「
サ
ク
シ
ー
ド
」
で
、
ラ

イ
ト
バ
ン
型
の
５
人
乗
り
。
今
後
は
雑
穀

パ
ン
や
か
り
ん
と
う
な
ど
自
社
製
品
の
販

売
な
ど
に
利
用
さ
れ
る
。
こ
れ
に
伴
い
、

障
害
者
就
労
訓
練
設
備
等
整
備
事
業
の
助

成
で
配
備
さ
れ
て
い
た
ト
ヨ
タ
製
「
ノ
ア
」

は
わ
た
ぼ
う
し
へ
譲
り
渡
さ
れ
た
。 

こ
れ
で
当
苑
の
車
両
保
有
台
数
は
全
部

で
５
台
と
な
っ
た
。 

 

母
子
と
も
健
や
か
に 

  

阿
部
衣
絵
さ
ん
が

８
月
１
９
日
、
第
一
子

（
男
児
）
琢
真
（
＝
た
く

ま
）
ち
ゃ
ん
、
高
橋
早
苗

さ
ん
が
９
月
１
７
日
、
第

三
子
（
女
児
）
紅
羽
（
＝

く
れ
は
）
ち
ゃ
ん
を
無
事
、

出
産
し
ま
し
た
。
母
子
と
も
経
過
は
順
調

と
の
こ
と
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

早
く
、
お
披
露
目
し
て
く
だ
さ
い
。
み
ん

な
、
待
っ
て
い
ま
す
よ
。 

 

˗
ǲ

 
 

法
人
監
事
の
伊
藤
誠
一
郎
、
鎌
田
進
両

氏
の
任
期
が
今
年
８
月
で
切
れ
た
の
に
伴

う
後
任
人
事
と
し
て
、
高
橋
隆
治
氏
（
６

８
）
と
高
橋
勝
芳
氏
（
６
４
）
の
２
氏
が

新
た
に
選
出
さ
れ
た
。 

 

高
橋
（
隆
）
氏
は
県
医
療
局
職
員
課
長

や
県
立
中
央
病
院
事
務
局
長
な
ど
を
歴
任

し
、
書
道
で
は
「
観
岳
（
か
ん
が
く
）
」
の

号
を
持
っ
て
い
る
。 

高
橋
（
勝
）
氏
は
仙
台
国
税
局
な
ど
を

経
て
、
平
成
４
年
か
ら
花
巻
市
内
で
税
理

士
事
務
所
を
開
設
し
て
い
る
。
任
期
は
平

成
２
３
年
８
月
８
日
ま
で
の
２
年
間
。 

 

前
任
の
伊
藤
氏
は
平
成
１
５
年
か
ら
３

期
、
鎌
田
氏
は
１
７
年
か
ら
２
期
の
長
期

に
わ
た
っ
て
、
激
動
期
の
監
事
を
務
め
て

い
た
だ
い
た
。
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 



4 

 

 

 

高
橋
守
（
４
３
）
、
佐
々
木
秋
男
（
５
５
）
、
小
原
睦

子
（
４
１
）
、
伊
藤
美
樹
子
（
４
０
）
、
高
橋
滉
美
（
１

９
）
、
昆
野
正
勝
（
２
１
）
の
６
氏
が
今
月
、
誕
生
日
を

迎
え
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
。
益
々
、
お
元
気
で
。 

 

「
誕
生
日
に
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
交
換
が
出
来
て
う
れ

し
か
っ
た
。
印
刷
と
お
し
ぼ
り
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
」 

 
 

 
 

 

（
高
橋 
守
） 

「
仕
事
は
外
作
業
が
楽
し
い
。
配
達
も
が
ん
ば
り
ま

す
。
里
ま
つ
り
楽
し
み
で
す
」 

（
佐
々
木 

秋
男
） 

「
誕
生
日
に
ケ
ー
キ
を
食
べ
て
お
い
し
か
っ
た
。
Ｃ

Ｄ
を
３
枚
買
っ
た
よ
」 

 
 

 

（
小
原 

睦
子
） 

「
４
連
休
は
、
い
い
と
こ
ろ
に
行
っ
て
き
た
。
妹
が

来
て
く
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
。
誕
生
日
は
ピ
ザ
を
食
べ

て
お
祝
い
し
た
よ
」 

 
 

 
 

（
伊
藤 

美
樹
子
） 

「
誕
生
日
の
お
祝
い
は
ス
テ
ー
キ
ラ
ン
チ
と
チ
ョ
コ

ケ
ー
キ
を
食
べ
た
。
お
し
ぼ
り
整
理
を
頑
張
っ
て
い
ま

す
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
高
橋 

滉
美
） 

「
パ
ン
工
房
で
主
に
雑
巾
干
し
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
大
き
な
声
を
出
さ
な
い
で
仕
事
を
頑
張
り
ま
し

ょ
う
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
昆
野 

正
勝
） 

 
 

 

 

˗
˔
ὑ 

 

 

☆
１
日
（
木
）
～
総
合
防
災
訓
練
（
苑
庭
） 

☆
５
日
（
月
）
～
ふ
れ
あ
い
シ
ョ
ッ
プ
「
天 

の
鳩
」
オ
ー
プ
ン 

☆
１
０
日
（
土
）
～
土
曜
出
勤 

☆
１
１
日
（
日
）
～
第
２
０
回
ふ
れ
あ
い 

の
里
ま
つ
り 

☆
２
５
日
（
日
）
～
テ
ク
ノ
フ
ェ
ア
出
店 

【
編
集
後
記
】 

「
戦
後
最
大
の
思
想
家
」
と
か
「
知
の
巨
人
」

と
呼
ば
れ
、
６
０
年
安
保
世
代
の
私
た
ち
に
と
っ

て
は
教
祖
的
存
在
で
あ
っ
た<

吉
本
隆
明>

が
、
第

１
９
回
宮
澤
賢
治
賞
を
受
賞
し
た
。
若
い
世
代
に

と
っ
て
は
、
作
家
「
よ
し
も
と
ば
な
な
」
の
父
親

と
い
っ
た
方
が
通
り
が
良
い
か
も
知
れ
な
い
。 

当
年
８
４
歳
。
９
月
２
２
日
、
地
元
・
花
巻
で

行
わ
れ
た
授
賞
式
に
、
我
ら
が
教
祖
は
車
椅
子
に

乗
っ
て
登
場
し
た
。
「
青
春
時
代
、
世
の
中
に
は

と
ん
で
も
な
い
人
が
い
る
も
ん
だ
と
思
っ
た
。
賢

治
の
好
き
な
言
葉
を
天
井
に
張
り
付
け
て
、
考
え

事
に
ふ
け
っ
た
も
ん
で
す
」
。
車
椅
子
に
座
っ
て

の
、
身
振
り
手
振
り
の
熱
演
に
わ
が
青
春
の
往
時

を
思
い
出
し
た
。 

『
言
語
に
と
っ
て
美
と
は
何
か
』
（
１
９
６
５

年
）
、
『
共
同
幻
想
論
』
（
１
９
６
８
年
）
…
。
晦

渋
（
か
い
じ
ゅ
う
）
極
ま
り
な
い
著
作
に
翻
弄
さ

れ
、
何
度
、
放
り
投
げ
た
こ
と
だ
っ
た
か
。
特
に
、

「
古
事
記
」
と
「
遠
野
物
語
」
を
ベ
ー
ス
に
し
た

後
者
は
教
条
主
義
化
し
た
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン

へ
の
批
判
書
と
し
て
、
当
時
の
全
共
闘
世
代
に
大

き
な
影
響
を
不
え
た
が
、
私
に
は
途
中
で
挫
折
し

て
し
ま
っ
た
苦
い
思
い
出
し
か
残
っ
て
い
な
い
。 

１
年
前
、
そ
の
膨
大
な
講
演
記
録
が
『
吉
本
隆

明 

五
十
度
の
講
演
』
（
東
京
糸
井
重
里
事
務
所

刊
）
と
題
し
て
、
Ｃ
Ｄ
化
さ
れ
た
。
知
人
か
ら
借

り
て
、
そ
の
語
り
言
葉
に
耳
を
傾
け
て
み
た
。
難

攻
丌
落
だ
っ
た
「
吉
本
言
語
」
が
尐
し
理
解
で
き

た
よ
う
な
気
が
し
た
。 

吉
本
氏
が
初
め
て
、
花
巻
を
訪
れ
た
の
は
昭
和

１
７
年
。
以
来
、
折
り
に
触
れ
て
賢
治
を
論
じ
続

け
、
１
９
８
９
年
に
『
宮
沢
賢
治
』（
筑
摩
書
房
）

と
し
て
集
大
成
さ
れ
た
。 

授
賞
式
の
挨
拶
で
吉
本
氏
は
こ
ん
な
風
に
話

し
た
。「
天
と
地
を
結
ぶ
タ
テ
軸
を
抜
き
に
し
て
、

賢
治
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、

足
元
か
ら
銀
河
宇
宙
へ
と
飛
翔
す
る
道
筋
の
中

に
こ
そ
、
賢
治
の
思
想
の
核
が
潜
ん
で
い
る
」 

『
グ
ス
コ
ー
ブ
ド
リ
の
伝
記
』
を
論
じ
た
Ｃ
Ｄ

の
中
で
、
吉
本
氏
は
柳
田
国
男
と
の
類
似
性
に
言

及
し
て
い
る
。
柳
田
の
『
山
の
人
生
』
に
こ
ん
な

一
節
が
あ
る
。 

「
二
人
の
子
供
が
そ
の
日
当
り
の
と
こ
ろ
に

し
ゃ
が
ん
で
、
…
一
生
懸
命
に
仕
事
に
使
う
斧

（
お
の
）
を
磨
（
と
）
い
で
い
た
。
阿
爺
（
お
と

う
）
、
こ
れ
で
わ
し
た
ち
を
殺
し
て
く
れ
と
い
っ

た
そ
う
で
あ
る
。
そ
う
し
て
入
口
の
材
木
を
枕
に

し
て
、
二
人
な
が
ら
仰
向
け
に
寝
た
そ
う
で
あ
る
。

そ
れ
を
見
る
と
く
ら
く
ら
し
て
、
前
後
の
考
え
も

な
く
二
人
の
首
を
打
ち
落
と
し
て
し
ま
っ
た
」

（
「
山
に
埋
も
れ
た
る
人
生
あ
る
こ
と
」
） 

貧
苦
の
ど
ん
底
に
あ
え
ぐ
一
家
に
起
き
た
悲

劇
で
、
実
際
に
あ
っ
た
事
件
だ
っ
た
と
い
う
。『
グ

ス
コ
ー
ブ
ド
リ
の
伝
記
』
は
ブ
ド
リ
と
妹
の
ネ
リ

が
両
親
と
と
も
に
森
の
中
で
幸
せ
に
暮
ら
し
て

い
る
光
景
か
ら
始
ま
る
。
と
こ
ろ
が
、
森
の
た
た

ず
ま
い
は
一
変
す
る
。
「
飢
饉
」
の
襲
来
。
共
通

す
る
の
は
足
元
の
現
実
（
修
羅
）
を
直
視
す
る
眼

差
し
で
あ
る
。 

「
た
う
た
う
秋
に
な
り
ま
し
た
が
、
や
っ
ぱ
り

栗
の
木
は
青
い
か
ら
の
い
が
ば
か
り
で
し
た
し
、

み
ん
な
で
ふ
だ
ん
た
べ
る
い
ち
ば
ん
大
切
な
オ

リ
ザ
と
い
ふ
穀
物
も
、
一
つ
ぶ
も
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
」 

 

や
が
て
、
両
親
は
相
次
い
で
森
の
中
に
姿
を
消

し
、
幼
い
兄
妹
は
孤
児
に
な
っ
て
し
ま
う
。
成
長

し
た
ブ
ド
リ
は
ク
ー
ボ
ー
博
士
と
出
会
い
、
そ
の

紹
介
で
「
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
火
山
局
」
へ
就
職
す
る
。

そ
し
て
、
幼
い
時
の
悪
夢
を
思
い
出
さ
せ
る
よ
う

な
「
飢
饉
」
の
前
触
れ
に
再
び
、
襲
わ
れ
る
。 

「
先
生
、
気
層
の
な
か
に
炭
酸
瓦
斯
（
た
ん
さ

ん
が
す
）
が
増
え
て
来
れ
ば
暖
く
な
る
の
で
す

か
」
と
そ
の
時
、
ブ
ド
リ
は
ク
ー
ボ
ー
博
士
に
尋

ね
て
い
る
。
そ
し
て
、
カ
ル
ボ
ナ
ー
ド
火
山
島
に

１
人
残
り
、
火
山
を
人
工
的
に
爆
発
さ
せ
た
ブ
ド

リ
は
噴
煙
と
と
も
に
銀
河
宇
宙
の
彼
方
に
消
え

て
い
く
。
物
語
は
こ
う
結
ば
れ
て
い
る
。 

「
そ
れ
か
ら
三
四
日
た
ち
ま
す
と
、
気
候
は
ぐ

ん
ぐ
ん
暖
く
な
つ
て
き
て
、
そ
の
秋
は
ほ
ぼ
普
通

の
作
柄
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
…
そ
の
冬
を
暖

い
た
べ
も
の
と
、
明
る
い
薪
（
た
き
ぎ
）
で
楽
し

く
暮
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
し
た
」 

「
信
仰
（
宗
教
）
や
芸
術
だ
け
で
は
救
済
は
で

き
な
い
。
必
要
な
の
は
科
学
の
力
だ
。
科
学
者
で

も
あ
る
賢
治
は
そ
う
考
え
た
。
そ
し
て
、
こ
の
二

つ
の
融
合
を
見
事
に
成
し
遂
げ
た
」
。
吉
本
氏
は

記
念
講
演
を
こ
う
締
め
く
く
っ
た
。
賢
治
に
と
っ

て
は
ブ
ド
リ
こ
そ
が
「
菩
薩
」
（
ぼ
さ
つ
）
そ
の

も
の
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。 

「
知
の
巨
人
」
と
間
近
に
対
面
し
た
の
は
今
回

が
初
め
て
だ
っ
た
。
縦
横
無
尽
に
言
葉
を
駆
使
し
、

想
像
力
の
時
空
間
を
自
在
に
遊
泳
す
る
姿
は
ま

さ
に
賢
治
を
髣
髴
（
ほ
う
ふ
つ
）
さ
せ
る
に
十
分

だ
っ
た
。 

（
発
行
人 

増
子 

義
久
） 


